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弊社製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

ご購入のお客様へ（必ずお読みください）

※ お客様の安全を守るため、船外機をご使用になられる前に
　 必ずご購入いただいた販売店または最寄りのサービス
　 パイロット店にて取扱説明をお受けくださいますよう
　 お願い申し上げます。

※ 最寄りのサービスパイロット店の検索については、弊社
　 ホームページ（http://www.tohatsu.co.jp）
　 販売店一覧にてご確認ください。

不許可複製

名 称 トーハツ船外機 MFS 2B/MFS 3.5B 取扱説明書
発 行 トーハツ株式会社
発行日 2018年1月
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はじめに
このたびはトーハツ船外機をお買上げいただき誠にありがとうございます。
本書はトーハツ船外機を正しくお取扱いいただき、船外機の性能を充分に発揮する
と共に、安全な運転を行なっていただくための、正しい取扱方法と保守点検方法に
ついて記載致しました。
ご使用前に必ずお読みいただき、末永くトーハツ船外機をご愛用いただきますよう
お願い申し上げます。

おねがい
●本書を良く読んで理解してください。
●本書を紛失、損傷の起きないような場所に保管してください。
●商品を転売または譲渡の場合は、本書を新しい所有者にお渡しください。
●乗船時には本書を携帯してください。
●保証書を良く読んで理解してください。
●保証書を保管してください。
●仕様及び外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
●本書の内容についてのご照会は、トーハツ船外機販売店、またはトーハツ営業所等にご連
絡ください。
●ボートに関する取扱いは本書に含まれておりませんので、それぞれに添付されています取
扱説明書をご覧ください。
●安全な航行のために、適切なメンテナンスと定期点検を行ってください。
●本機及び本書には、特にご留意していただきたい取扱い事項を下記の表示で記載していま
す。これらは安全のために重要ですので、必ず読んで遵守してください。

●警告ラベルの貼付位置については、13ページ「警告ラベル貼付位置」の項をご参照ください。
●警告ラベルの表示が読みにくくなったり、剥がれそうになった場合は、すぐに貼り替えて
ください。

危険

警告

注意

船外機の使用や点検整備を容易にする為の情報を示しております。

回避しないと死亡または重傷につながる差し迫った重大な事故を、未
然に防ぐための事項を示しております

回避しないと死亡または重傷につながる可能性がある事故を、未然に
防ぐための事項を示しております

回避しないと軽傷または部品や製品の損傷につながる可能性がある事
故を、未然に防ぐための事項を示しております

ポイント
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インデックス
ご使用にあたって

主な仕様 

各部の名称 

警告ラベル貼付位置 

取付け

運転前の準備と注意

運転

船外機の取外しと運搬 

調整 

点検と保守

故障と対策 

付属品 

プロペラ一覧表 



(1) 免許が必要なボートに乗る場合は、必ず免許証を携帯してください。

(2) 船舶安全法に基づき、船舶検査が必要な場合は検査を受けてください。

(3) 出発前に必ず法定安全備品とスペアパーツを携行しましょう。
　　1ライフジャケット、救命ブイ、アンカー、ロープ、バケツ、工具、パドル、消火器、呼子、
　　　発煙筒、予備燃料、ラジオ、携帯電話、その他
　　2スペアパーツ (スパークプラグ、プロペラ、シャーピン、割ピン )

(4) ボートの最大搭載馬力を超える船外機の取付けは、絶対行わないでください。

(5) 船外機の操作方法を充分にマスターしてください。
初めて船外機をお使いになる方は勿論、今まで船外機をお使いになった方でも、メーカー
や機種によって、操作方法が異なる部分がありますので、必ず事前に取扱説明書をよく
読んで、充分にマスターしてから運転を行ってください。

(6) 使用前後の点検及び定期点検を必ず実施してください。
　　海上での故障は、大きな事故につながるおそれがあります。
　　38 ～ 53 ページの日常点検、定期点検を必ず実施してください。

(7) ボート等の説明書も参照してください。

(8) 船外機の改造は、絶対行わないでください。

(9) 排気ガスは一酸化炭素を含み中毒を起こすおそれがあります。
　　ボートハウスなど閉め切った場所ではエンジンを始動しないでください。

(10) 船外機には機種と製造番号を記入したシールが貼ってあります。（P8参照）
 部品の注文は、機種と製造番号を確認の上ご注文ください。
　　部品は純正部品以外のものは使用しないでください。
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安全にお使いいただくために

ご使用にあたって



●海上衝突予防法、港則法、その他（地域規定等）法規を守りましょう。
　そしてボートマンとしてのマナーを守りましょう。

●お酒や薬を飲んで運転しないでください。
　飲酒運転は、ボートによる死亡事故の代表的な原因の一つです。

●海水浴場等遊泳中の人がいる場所では、運転しないでください。
　水泳、水上スキー、ダイビングなどをしている遊泳者に、常に注意をはらってください。
　ボートの周辺に人がいるときは、プロペラが回転しないようエンジンを停止してください。

●定員を守って、乗船時は必ずライフジャケットを着用しましょう。

●運転中は、必ずエンジンストップスイッチコードを身体の一部につけてください。

●荷物の積み過ぎや、乗員の重量配分を考えると同時に船内移動は慎重にしましょう。

●急加速、急減速は、同乗者やエンジンのためにもよくありません。
　また、高速旋回などは船の転覆をも起こしかねません。常に安全速度で運転しましょう。

●燃料は非常に引火しやすく、爆発性もありますので取扱いには十分注意してください。

●港を出る前に、運行予定を家族、知人、マリーナ等に知らせておきましょう。
　帰港したら、関係者に帰港の連絡をしてください。

●同乗者にも緊急時の対処及び操作方法を教えておいてください。

●海の気象は変わりやすいものです。
　行動する前には、必ず天気予報を確認して計画を立てましょう。

●故障は常に行き届いた点検整備により未然に防止することができます。
　不安な箇所がありましたら販売店に連絡して、専門技術者におまかせください。

●海事関係の団体等から出版されている船舶関連の安全教本も合わせて読んでください。
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安全航行上の注意

ご使用にあたって
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製造番号の確認
製造番号は、スイベルブラケットに貼ってあります。
部品注文の際や保証を受ける時に必要となりますので番号を控えておいて下さい。

ENOF01600-0
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機能説明

MFS 3.5 B L

モデル説明 馬力 世代
シャフト
長さ

MFS-4 
ストローク

‒ ‒
S  - 435mm
L  - 562mm

仕様説明
MFS 3.5B L

主な仕様

Model MFS2/3.5B

タイプ MF

トランサム
S ●

L ●

ティラーハンドル ●

インテグラルフューエルタンク ●

マニュアルチルト ●
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MF

主な仕様

モデル名 MFS2B（※1） MFS3.5B（※2）

全長 （mm） 690

全幅 （mm） 363

全高 （mm） S : 1,029　L : 1,156

船外機トランサム高さ （mm） S : 435　L : 562

質量  S･L （kg） S : 18.4　L : 19.4

エンジン形式 4 サイクル

シリンダ数 1

排気量 （ml） 85.5

内径×行程 （mm） 55 × 36

最高出力 （kW） 1.47 2.6

全開運転範囲 min-1（rpm） 4,500 ～ 5,500 5,000 ～ 6,000

アイドリング回転速度 min-1（rpm） 1,300

排気方式 水中排気

潤滑方式 飛沫式

冷却方式 強制水冷方式（サーモスタット付）

始動方式 リコイルスタータ

点火方式 フライホイルマグネット（C.D. イグニション方式）

点火プラグ NGK DCPR6E

ステアリング角度 360°

トリム角度 － 7°～ 8°

トリム段数 4

最大チルトアップ角度 65°

クラッチ形式 ドッククラッチ（F-N）

減速比 2.15（13:28）
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11主な仕様

モデル名 MFS2B（※1） MFS3.5B（※2）

燃料 自動車用無鉛レギュラーガソリン

燃料タンク容量 1.0L

エンジンオイル API 分類 SH, SJ, SL 級の SAE 10W-30/40

エンジンオイル量 （ml） 300

ギヤオイル 純正ギヤオイル（GL5 、 SAE#80 ～ #90）

ギヤオイル量 （ml） 180

※1　ボートの長さにより、小型船舶操縦士の免許と小型船舶検査（船検 )が不要の場合があります。
※2　1級または、2級船舶操縦士の免許と小型船舶検査 (船検 ) が必ず必要です。
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各部の名称

1
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20 22
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20
24

ENOF00201-0

MFS2・3.5B

1 フュエルタンクキャンプ
2 チルトハンドル
3 トップカウル
4 カウルラッチ
5 検水口
6 ステアリングアジャストスクリュ
7 アンチベンチレーションプレート
8 アノード
9 プロペラ
10 オイルプラグ（下）
11 ウォータインレット
12 オイルプラグ（上）

13 ドライブシャフトハウジング
14 スラストロッド
15 クランプブラケット
16 クランプスクリュ
17 スロットルグリップ
18 シフトレバー
19 スタータハンドル
20 エアベントスクリュ
21 チョークノブ
22 ストップスイッチ
23 チルトストッパ
24 インテグラルフュエルタンク

25 オイルフィラキャップ (注入口 )
26 エンジンオイルドレンスクリュ
27 エンジンオイルレベルゲージ
28 フュエルコック
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警告ラベル貼付位置

警告ラベル貼付位置

3

5

1, 2

4

JNOF01605-0



1. 取扱説明書、トップカウル、ストップス
イッチ、エンジンオイル量、無鉛ガソリ
ンに関する警告ラベル

5. 回転部分、高電圧に関する警告ラベル及
び火傷に関する注意ラベル

2. 燃料に関する警告ラベル
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ENOF00005-0

警告ラベル貼付位置

ENOF00253-0

3GT-72183-0

JNOF01107-A

3. 横置きに関する警告ラベル

3GR-76191-0

4. 火傷に関する警告ラベル



取付け
取付位置

船尾の船幅中央に取付けてください。
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1. 船外機の取付け

2

1

ENOF01141-0

1. 船幅中央
2. 船のトランサム寸法

ボートの最大搭載馬力を越える船外機を搭
載すると、操縦が不安定になり、転覆等の
危険があります。船外機出力に適合した
ボートに取付けてください。ボートの最大
搭載馬力が不明の場合は、ボートメーカー
にお問い合わせください。

●取扱説明書に従って船外機を取付けてく
ださい。従わない場合、操作性の悪化や
制御不能、または火災などの危険な状況
におちいるおそれがあります。
●クランプスクリュや取り付けボルトの締
め付け不足は、船外機の脱落を引き起こ
し、制御しきれなくなるか、または重大
な事故を引き起こします。 ボルト等が規
定トルクに締められているか、確認して
ください。また、増締めを時折行ってく
ださい。
●船外機の取付けは専用部品を使用して
行ってください。
●船外機の取付けは訓練を受けた人が、専
用の機器を使用して行います。作業に不
安のある場合は販売店にご相談ください。

●運転試験を始める前に、最大搭載時の
ボートが正しい状態で水上に浮くことを
確認し、 ドライブシャフトハウジング上
の水面の位置をチェックします。 水面が
ボトムカウルに近すぎると、波の高い場
合にエンジンのシリンダ内に浸水を引き
起こす場合があります。
●ボートの設計や状態またはアクセサリー
などの水中にある物体や、船外機の取り
付け高さが不適当な場合、ボトムカウル
より水しぶきが発生することがあります。
このような状況にエンジンが長時間置か
れた場合、浸水によりエンジンに重大な
ダメージを与えるおそれがあります。



取付高さ
アンチベンチレーションプレートの位置と
船底との間隔が、30 ～ 50mmになるよう
取付けてください。

14

13

12

11

10

9

8

7

4

3

2

1

16

1

2

30−50 mm

(1.2−2 in)

ENOF01608-0

取付け

①取付け位置が決まったら、クランプスク
リュハンドルをしっかり締付けてくださ
い。更に船体と船外機をロープで結ぶこ
とをおすすめします。

備考

ロープは、付属されていません。

1. 船底
2. アンチベンチレーションプレート

1
ENOF01507-0

1. クランプスクリュ

6

5
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1. 燃料の給油

運転前の準備と注意

自動車用無鉛レギュラーガソリンを使用し
てください。

①エアベントスクリュを反時計回りに 2回
転緩め、タンク内圧力を抜きます。
②フュエルタンクキャップを緩め、キャッ
プを取外します。

1
2

ENOF00209-A

1. エアベントスクリュ
2. フュエルタンクキャップ

ガソリンまたは気化したガソリンは非常に
可燃性が高く、爆発する場合があります。
ガソリンを取扱うときには、以下の点に注
意してください。

●揮発したガソリンが漏れ、引火するおそ
れがありますので、火気を近づけないで
ください。
●静電気を除去してから、給油してくださ
い。
●給油をするときはボートからフュエルタ
ンクを降ろし、通気の良い場所で作業を
行ってください。
●燃料タンクを一杯にし過ぎないように注
意してください。 
●給油後、燃料キャップをしっかりと締め
てください。
●手足等の皮膚に誤ってガソリンがかかっ
た場合は、急いで多量の水で洗い流して
ください。
●燃料タンクを一杯にし過ぎないように注
意してください。 万一ガソリンをこぼし
た場合は、すぐによくふき取ってくださ
い。ガソリンを拭き取った布等は、地方
条例に応じて処分してください。
●ガソリンが目に入ったり、飲み込んでし
まった場合は、多量の水で洗い流し、す
ぐに医師の治療を受けてください。

●エアベントスクリュを緩めているとき
は、燃料がにじみ出たり、燃料の揮発蒸
気が漏れることがあります。事故の原因
となりますので、火気を近づけないでく
ださい。
●船外機の排気ガスは、多量に吸入すると
死亡する一酸化炭素を含んでいます。閉
め切った場所や換気をしない状態でエン
ジンを運転しないでください。

古いガソリンや汚れたガソリンは使用しな
いでください。

一般用プラスチックタンクを予備燃料タン
クとして使用する場合は、強度・材質の変
化によりガソリンが漏れるおそれがありま
す。予備燃料タンクは日本小型船舶検査機
構で認定されたものを使用してください。
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③給油口から燃料をいれてください。その
際に燃料がこぼれないよう注意してくだ
さい。

1
ENOF00210-0

API分類のSH、SJ、SL級のSEA10W-30/40
のものを使用してください。

④オイル注入口より、オイルゲージの上限
と下限の中間付近までエンジンオイルを
注入します。

2. エンジンオイルの給油

④給油完了後、フュエルタンクキャップを
確実に締め付けてください。

⑤オイル注入口キャップを締付け、トップ
カウルを取付けてください。

1
300 mL

2

250 mL

3
ENOF00245-A

1

2
3

ENOF00244-0

運転前の準備と注意

1. フルライン5

6

1. オイルゲージ
2. 上限
3. 下限

1. エンジンオイルフィラー（注入口）キャップ
2. エンジンオイルドレンスクリュ
3. エンジンオイルレベルゲージ

ポイント
エンジンオイル補給及び交換については、
点検と保守の項 43・44ページを参照してく
ださい。なお、使用地域の外気温に適した
粘度のオイルを使用してください。

①エンジンを直立の状態にしてください。
②トップカウルを取外します。
③オイル注入口キャップを緩め取外しま
す。

●新しい船外機にはエンジンオイルが入っ
ていません。船外機を使用する前にエン
ジンオイルを規定量入れてください。
●指定のオイル以外のものを使用しないで
ください。エンジンの寿命を縮めます。



新しい船外機を、以下のタイムテーブルに
従って慣らし運転してください。
運転方法については、P20 参照ください。
◎ならし運転時間 ...10 時間
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19運転前の準備と注意

3. ならし運転

ポイント
船外機のエンジンを初めて使用するときは
慣らし運転が必要です。適切な慣らし運転
は、エンジンの寿命を延ばし、船外機に本
来の性能を発揮させます。

0～ 10 分 10分～ 2時間 2 ～ 3時間 3～ 10 時間 10 時間以上

スロットル
ポジション

アイドリング
開度
1/2 以下

開度
3/4 以下

開度 3/4

通常運転

エンジン回転
最低速で
走行

約 3,000
min-1(rpm)

約 4,000
min-1(rpm)

10 分毎 1分程度
全開運転可

約 4,000
min-1(rpm)

10 分毎 2分程度
全開運転可

4

船外機の排気ガスは、多量に吸入すると死
亡する一酸化炭素をふくんでいます。閉め
切った場所や換気をしない状態でエンジン
を運転しないでください。

慣らし運転をしないでエンジンを使用する
と、船外機の寿命が短くなることがあります。



エンジンオイルの給油
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1. 始動の前に

運転

ENOF00240-0

●新しい船外機にはエンジンオイルが入っ
ていません。船外機を使用する前にエン
ジンオイルを規定量入れてください。
●指定のオイル以外のものを使用しないで
ください。エンジンの寿命を縮めます。

前進や後進をする前に、適切にボートを係
留して、船外機がスムーズに動くことを確
かめてください。 エンジンストップスイッ
チコードを衣服か腕に取り付けてくださ
い。 ボートの周囲に人が泳いでいないこと
を確認してください。

●エンジンストップスイッチコードの端
を、衣服か腕に付けてください。操船中
は外さないでください。衣服に付ける場
合は、緩まず、破れにくい丈夫な箇所に
取付けてください。
●エンジンストップスイッチコードは、邪
魔にならず、他の人や物に引っ掛からな
い場所を通して取付けてください。
●航行中、偶然コードを引っ張らないよう
に注意してください。 不意なエンジンの
停止は船外機の制御不能を引き起こす場
合があります。 また、急な減速は同乗者
の船外への落下や転倒を招くおそれがあ
ります。

ギヤが入った状態でエンジンを始動する
と、不意にボートが動き、同乗者の船外へ
の落下や転倒を招くおそれがあります。
ギアが入っている状態でエンジンが始動し
た場合は、エンジンを止めて航行を中止し
ください。 その後、販売店に相談してくだ
さい。
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21運転

①タンクキャップについているエアベント
スクリュを緩めます。
②フュエルタンクキャップを緩め、キャッ
プを取外します。

③給油口から下図のフルラインを超えない
ように燃料を入れます。

2. 燃料の給油

④給油完了後、タンクキャップを確実に締
め付けてください。

1
2

ENOF00209-A

1. エアベントスクリュ
2. フュエルタンクキャップ

1
ENOF00210-0

1. フルライン

3. 燃料の供給
①エアベントを 2回転緩めます。
②フュエルコックを開けます。

1

2
ENOF00213-0

1. エアベントスクリュ
2. フュエルコック
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1

3

2
ENOF00863-0

4. 始動

1. 水槽
2. 水
3.10cm以上

運転

●エンジンストップスイッチコードの端
を、衣服か腕に付けてください。操船中
は外さないでください。衣服に付ける場
合は、破れにくい丈夫な箇所に取付けて
ください。
●エンジンストップスイッチコードは、邪
魔にならず、他の人や物に引っ掛からな
い場所に取付けてください。
●航行中、偶然コードを引っ張らないよう
に注意してください。 不意なエンジンの
停止は船外機の制御不能を引き起こす場
合があります。 また、急な減速は同乗者
の船外への落下や転倒を招くおそれがあ
ります。

ギヤが入った状態でエンジンを始動する
と、不意にボートが動き、同乗者の船外へ
の落下や転倒を招くおそれがあります。
ギアが入っている状態でエンジンが始動し
た場合は、エンジンを止めて航行を中止し
ください。 その後、販売店に相談してくだ
さい。

冷却水無しの運転は絶対に行わないでくだ
さい。エンジンが損傷します。

検水口からの水の排出は、冷却通路を通っ
てポンプが水を吸い上げていることを示し
ています。 エンジンが稼働している間、水
が検水口から常に流れていない場合、オー
バーヒートするおそれがあります。ただち
にエンジンを停止してください。
ウォータインレットと検水口をチェック
し、異物が詰まっているのなら取り除いて
ください。問題が発見できなかった場合は、
販売店に相談してください。

運転の際、下記図のようにアンチキャビ
テーションプレートより上 10cmまで水位
があることを確認してください。また、水
槽等で運転する場合は、必ずプロペラを取
外してください。
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①ストップスイッチロックを装着し、ス
トップスイッチコードの端を、操船者の
衣類又は腕につけてください。

②シフトレバーの中立（N） を確認します。

ENOF01609-0

1

2
N

F
3

1
ENOF00215-0

1. ストップスイッチロック

1. シフトレバー
2. 中立（N）
3. 前進（F）

③スロットルグリップを最低速位置
「START」に合わせます。

1
ENOF01107-0

④チョークノブを手前に一杯まで引きま
す。( エンジンが暖まっている時は、
チョークノブの操作は必要ありません。)

1
ENOF00216-A

1. チョークノブ

1. スロットルグリップ

エンジンが暖まっている状態での始動は、
スロットルグリップを「RE-START」に合
わせてください。
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24 運転

⑥エンジン始動後、エンジン回転を確認し
ながらチュークノブを戻してください。
 回転が安定しない場合はチュークを引い
た状態で運転してください。
⑦検水口から冷却水が排出されていること
を必ず確認してください。

⑤スターターハンドルを、引っ掛かりの感
じる所までゆっくり引き、重くなったと
ころから一気に力強く引いてください。

21

ENOF01624-0

1. ゆっくり
2. 早く

1
ENOF00223-1

1. 検水口

緊急時の始動方法
ポイント

もし、4～ 5 回スターターハンドルを引い
ても始動しない場合はチョークを戻してか
らもう一度スターターハンドルを引いてく
ださい。

運転中及び運転後のエンジンは非常に熱く
なっており、触ると火傷する恐れがありま
す。点検等で触る場合は、エンジンが冷え
てから行ってください。

ロープを巻き付けて、エンジンを始動する
場合 :
●シフトレバーが中立（N）であることを
確認してください。シフトが入った状態
で始動すると、ボートが突然動きケガを
するおそれがあります。
●回転部に衣類等を巻き込まれないように
充分注意してください。
●始動者の後方、人が居ないこと、物が無
いことを確認してください。

エンジン始動後は、トップカウル及びフラ
イホイルカバーを絶対に取付けないでくだ
さい。
帰港後に販売店へ修理依頼してください。
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25運転

①トップカウルを取外します。

1

ENOF00217-0

②タンク取付けボルト（A、B、C）3本を
緩めます。（タンク取付けボルトは取外
さないでください。）

A

B

C
ENOF00218-0

③リコイルスタータ取付けボルト（D、E、F）
3本を取外します。

E

F
D

ENOF00219-0

④リコイルスタータを取外します。

ENOF00220-0

1. カウルラッチ

⑥フライホイールの切り欠きに、付属品の
スタータロープの結び目を入れ時計方向
に 1～ 2回巻きつけます。

⑤タンク取付けボルト（A、B、C）3本と、
リコイル取付けボルト（D）1 本を締付
けます。

A

B
CD

ENOF00221-0

ENOF01610-0
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⑦シフトレバー /コントロールレバーを中
立 (N) の位置にし、ストップスイッチ
ロックを装着し、ストップスイッチコー
ドの端を、操船者の衣類又は腕につけて
ください。

運転

2
N

F
3

1
ENOF00215-0

1. シフトレバー
2. 中立（N）
3. 前進（F）

⑧スターターロープの先端に付属のソケッ
トレンチを取付けスターターロープを
ゆっくり引いて重くなったところで強く
引いてエンジンを始動させます。

ENOF00222-0

⑨エンジン始動後は、フライホイルカバー
及びトップカウルは絶対に取付けないで
ください。

暖機運転とは、低速回転にて一定時間運転
し、エンジン各部を温める事を言います。
暖機運転を怠ると船外機に悪影響を与える
場合があります。暖機運転時、検水口より
冷却水が排出されていることを必ず確認し
てください。

暖機運転時間
外気温が 5℃以上・・・
エンジン始動後低速回転にて約 3分程度
外気温が 5℃以下・・・
エンジン始動後に約 2,000rpmにて約 5分
程度

5. 暖機運転

1
ENOF00223-0

1. 検水口

検水口からの水の排出は、冷却通路を通っ
てポンプが水を吸い上げていることを示し
ています。 エンジンが稼働している間、水
が検水口から常に流れていない場合、オー
バーヒートするおそれがあります。ただち
にエンジンを停止してください。
ウォータインレットと検水口をチェック
し、異物が詰まっているのなら取り除いて
ください。問題が発見できなかった場合は、
販売店に相談してください。
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エンジンの回転速度
アイドリング回転は暖機運転後の安定した
状態で、下表のような回転速度が得られれ
ば、アイドリングは適正といえます。

クラッチイン クラッチオフ

1,200min-1(rpm) 1,300min-1(rpm)

6. 前進、後進、加速

運転

前進や後進をする前に、適切にボートを係
留して、船外機がスムーズに動くことを確
かめてください。 エンジンストップスイッ
チコードを衣服か腕に取り付けてくださ
い。 ボートの周囲に人が泳いでいないこと
を確認してください。

●エンジンストップスイッチコードの端
を、衣服か腕に付けてください。操船中
は外さないでください。衣服に付ける場
合は、緩まず、破れにくい丈夫な箇所に
取付けてください。
●エンジンストップスイッチコードは、邪
魔にならず、他の人や物に引っ掛からな
い場所を通して取付けてください。
●航行中、偶然コードを引っ張らないよう
に注意してください。 不意なエンジンの
停止は船外機の制御不能を引き起こす場
合があります。 また、急な減速は乗船者
の転倒や落水事故を招くおそれがありま
す。

後進する時、速度は充分落として、必要以
上にエンジンの回転を上げないでください

高速時のシフト操作は、加減速による乗船
者の転倒や落水事故、またギヤ、クラッチ
等の損傷のおそれがあります。エンジン最
低回転にて、シフト操作してください。

航走を始める前に、必ず暖気運転をしてく
ださい。 エンジンが冷えたまま操作すると、
故障の原因となります。

暖機運転中は、アイドル回転数が高くなっ
ている為シフト操作はしないでください。

急な加速・減速は、乗船者の転倒や落水事
故を招くおそれがありあます。
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前進、中立のシフト操作は、シフトレバー
にて行います。

■前進
ハンドルグリップを低速側に戻し、エンジ
ンの回転が最低回転になったら、シフトレ
バーを手前 (F) 側に素早く倒します。
■後進
前進と同じ様に、エンジンの回転を最低回
転に落としてから、シフトレバーを中立(N)
にしハンドルを立て、船外機を 180°回し
てから、シフトレバーを前進側に素早く倒
します。

2
N

F
3

1
ENOF00224-0

1. シフトレバー
2. 中立（N）
3. 前進（F）

運転

ENOF00225-0

ポイント
シフト操作は、必ずスロットルグリップを
全閉に戻してから操作してください。

ポイント
頻繁なシフトチェンジは部品の摩耗や劣化
を早めます。 そのような場合は、指定され
た期間よりも早くギヤ・オイルを交換する
よう心掛けてください。

■加速
ハンドルグリップを、矢印の方向に回すと
エンジン回転が上がります。

ENOF01119-0

1

1. スロットルグリップ
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29運転

①スロットルグリップを低速に戻します。

7. 停止

②シフトレバーを中立 (N) に戻します。高
速運転後は、エンジンを冷却する為アイ
ドリングで 2～ 3分運転してください。

③ストップスイッチを押し、エンジンを停
止させます。  

1
ENOF01107-0

1. スロットルグリップ

2

3

4
1

ENOF01611-0

④エンジン停止後、フュエルタンクキャッ
プのエアベントスクリュを締め、フュエ
ルコックを閉じてください。

2

1 ENOF00227-0

1. シフトレバー
2. ストップスイッチ
3. ストップスイッチロック
4. フック

1. フュエルコック
2. エアベントスクリュ

不意なエンジン停止は船外機の制御不能を
引き起こす場合があります。また、急な減
速は乗船者の転倒や落水事故を招くおそれ
があります。

エンジン停止後、フュエルタンクキャップ
のエアベントスクリュを締め、フュエル
コックを閉じてください。
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30 運転

緊急停止
緊急時にエンジンを停止する場合、②のス
トップスイッチロックを抜いてエンジンを
停止させてください。

2

3

4
1

ENOF00226-0

1. シフトレバー
2. ストップスイッチ
3. ストップスイッチロック
4. フック

ENOF00891-0

　左旋回…ハンドルを右に切ります。
　右旋回…ハンドルを左に切ります。

8. 操舵

ENOF00892-0

■操船者が落水しエンジンが停止した場合
　付属のツールバックに入っているスペア
のストップスイッチロックを使いエンジ
ンを始動させてください。

急旋回は、乗船者の転倒や落水事故を招く
おそれがあります。
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9. トリム調整

運転

船外機取付角度 ... 船のトランサム ( 船尾 )
の角度、積荷等の条件により、船外機の取
付け角度を調整できる様になっています。
船が走っている時、船外機のアンチベンチ
レーションプレートが水平になる様な位置
を選んでください。

■トリム適正
　 航走中、船はほぼ水平でスラストロッド
の位置は適正です。

■船首上りの場合
　 トリム角度が大きすぎると航行中、船首
が上がり、スピードが低下しへさきが振
られたり、船底が波で叩かれたりします。
この場合はトリム角度を小さくしてくだ
さい。

1

ENOF00051-1

1. 垂直

ENOF00052-0

●トリム角度の調整は、必ずエンジンを停
止してから行ってください。
●船外機が落下した場合に備え、トリム角
度を調整するときには、船外機本体とク
ランプブラケットの間に手や指を入れな
いでください。
●不適当なトリム角度はボートの制御不能
を引き起こす場合があります。トリム角
度の位置をテストするときには、安定性
を確認できるまでボートの速度を上げな
いでください。

行き過ぎたトリム角度はボート操作が不安
定になり、事故に通じるおそれがあります。
航走中にボートが不安定な挙動を示す場合
は、ただちに停船しトリム角を再調整して
ください。



■船首下がりの場合
　 トリム角度が小さすぎると航走中、船首
が下がりスピードが低下し、波をかぶっ
たりします。その場合はトリム角度を大
きくしてください。
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ENOF00053-0

12
3

ENOF00229-0

1. スラストロッド
2. 上側
3. 下側

運転

10. チルトアップ・ダウン

■トリム角度調整
①エンジンを停止します。
②船外機をチルトアップします。
③ スラストロッドを矢印 1の方向につまん
で矢印 2の方向に引き抜きます。

④ 適正な角度になるようスラストロッド差
込み位置を替え、スラストロッドが抜け
ない事を確認してください。
⑤船外機をチルトダウンしてください。

2

1
ENOF01612-0

1. 押す
2. 引く

●ボートの周囲に人が泳いでいないことを
確認し、チルトアップ・ダウンを行って
ください。作業中は船外機本体とクラン
プブラケットの間に手や指を入れないで
ください。
●燃料が漏れる可能性がありますので、数
分間以上チルトアップする場合は、取外
してください。
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ポイント
エンジン内の冷却水を排出する為、エンジ
ン停止後検水口から水が出なくなるのを確
認してチルトアップしてください。

運転

2

1 ENOF00227-0

1. フュエルコック
2. エアベントスクリュ

ENOF00231-0

1

1. チルトストッパノブ

■チルトダウン
　船外機を手前に引き寄せ、チルトストッ
パノブを引きだしチルトダウンします。

ENOF00231-A

1

1. チルトストッパノブ

■チルトアップ
①フュエルタンクキャップのエアベントス
クリュを締め、フュエルコックを閉じて
ください。

②船外機を手前一杯にチルトアップし、チ
ルトストッパノブを押し込みセットしま
す。リバースロックレバーを指でつかんだまま

チルト操作すると、指をブラケットにはさ
み込むおそれがあります。チルト操作時に
は、リバースロックレバーより指を離して
ください。

チルトアップの操作は、エンジンを停止し
てから行ってください。運転中のチルト
アップは、冷却水が循環されずオーバー
ヒートのおそれがあります。



①エンジンを停止し、フュエルタンク
キャップのエアベントスクリュを閉めて
ください。
②フュエルコックを閉じてください。
③フュエルコネクタ、リモートコントロー
ルケーブル、バッテリコード等の配線類
を取外します。
④エンジンハンガーにホイストフックを取
付けます。
⑤船外機クランプスクリュを外し、ボート
から船外機を取外します。
⑥まっすぐ立てた状態でギヤケースの水を
排出して下さい。

ENOF01607-0
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1. 船外機の取外し

船外機の取外しと運搬

1
ENOF00223-1

1. 検水口

船外機の取外しは訓練を受けた人が、専用
の機器を使用して行います。作業に不安の
ある場合は販売店にご相談ください。

船外機停止直後は、エンジン部分が熱く
なっており、触ると火傷を引き起こす可能
性があります。取外しの際は、エンジンが
十分に冷えた状態で行なってください。
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2. 船外機の運搬

ENOF01613�0 

●運搬中の船外機に衝撃が加わらないよう
十分注意して下さい。さもないと船外機
に損傷を与える恐れがあります。

船外機の取外しと運搬

やむを得ず横向きで運搬する場合は、船外
機の下にクッション等を敷いて下図の向き
にしてください。横向きで運搬する際は、
必ず燃料（P51 参照）を抜いてください。

ENOF01615-0

ENOF01614-0

船外機は、船外機スタンドに乗せ立てた状
態で運搬して下さい。その際クランプスク
リュを締め確実に船外機を固定してくださ
い。

●下図の様な姿勢での運搬及び保管はオイ
ル漏れの原因となりますのでしないでく
ださい。



ボートに船外機をセットした状態で運搬す
る際は、船外機をチルトダウンした航走状
態で行ってください。もし、チルトダウン
した航走状態で運搬ができない場合は、チ
ルトアップして確実に保持できる道具 ( 例
えばトランサムバー ) にて固定してくださ
い。
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2 1

ENOF00074-A

1. 充分なクリアランス
2. トランサムバー

3. ボートトレーラによる船外機の運搬

●運搬や保管をするときは、燃料漏れから
起こる事故を避けるため、燃料タンクの
エアベントスクリュを締めてください。
●陸上運搬するときは、フュエルタンクを
空にしてください。

船外機本体の下に入らないでください。船
外機が突然落下したときに、身体をはさま
れる恐れがあり、非常に危険です。



2. スロットルグリップの調整

2

1

3

ENOF00238-0
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スロットルグリップの重さの調整は、ス
ロットルアジャストスクリュで行ってくだ
さい。

1. ステアリングハンドルの重さ調整

調整

1

2

2

3

3

ENOF00237-A

1. ステアリングアジャストスクリュ
2. 軽くなる
3. 重くなる

1. 重くなる
2. 軽くなる
3. スロットルアジャストグスクリュ

ステアリングハンドルの重さの調整はステ
アリングアジャストスクリュで行ってくだ
さい。

ステアリングハンドルの重さは船外機の操
作に直接影響を与えます。事故に通じるお
それがありますので、アジャストスクリュ
を締めすぎないでください。

スロットルグリップの重さは船外機の操作
に直接影響を与えます。事故に通じるおそ
れがありますので、アジャストスクリュを
締めすぎないでください。



◎船外機の使用前、使用後に次の項目の点
検、処置を行ってください。
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1. 日常点検

点検と保守

点検項目 点検個所 処置

燃料系統
○  燃料タンク内の使用予定量の有無
○  燃料ゴムパイプ類からの燃料洩れの有無
○  タンク、水たまりの有無

補給
修正又は交換
除去

フュエルタンク、
フュエルタンク
キャップ

○  フィーエルタンクとキャップの割れ目、漏れの有無。
○  ガスケットとテザーの割れ目の有無。
○  全閉時の漏れの有無。

交換 
交換
交換

エンジンオイル ○  エンジンオイル規定量の確認、汚れと浸水の確認 補給又は交換

電装系統
○  スパークプラグの電極の汚損・摩耗・ブリッジ等の有無
○  コード類の結線部のゆるみ、被膜破損の有無
○  ストップスイッチの作動の確認

清掃又は交換
修正又は交換
修正又は交換

スロットル系統
○  ハンドルグリップ操作によるキャブレタの作動
○  チョーク機構の作動の確認

修正
調整

リコイルスタータ
○  ロープの摩耗、損傷
○  ラチェットのかみ合い

交換
修理・交換

クラッチ、
プロペラ系統

○  シフトレバー操作によるクラッチのかみ合いの確認
○  プロペラ及びシャーピンの損傷、曲がりの有無
○  スプリットピンの有無
○  予備のシャーピンとスプリットピンの有無

調整
交換
調整・交換
補給

その他

○  アノードの取付けのゆるみ
○  アノードの腐食、摩耗の有無
○  船体取付けのクランプの締付け確認
○  補助ロープの取付けの有無
○  ステアリングの軽重
○  エンジン始動後の冷却水の確認

調整
交換
締付
摺動調整
修理

事故を引き起こすおそれがありますので、
点検中に異常が見つかった船外機をそのま
ま使用しないでください。必ず修理や調整
を行ってから使用してください。



■エンジンオイル量の点検
エンジンオイルが不足しているとエンジン
の回転・摺動部品の寿命を著しく縮めます。

①エンジンを停止し、船外機を直立状態に
します。
②トップカウルを取外します。
③ 5分間程放置後オイルレベルゲージでオ
イルレベル位置の点検します。

■オイルの補給

オイル量が下限付近の場合はオイル注入口
よりオイルを中間付近まで補給してくださ
い。
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1

2
300 mL

3

250 mL

4

ENOF00239-0

ポイント
もしオイルが白濁していたり汚れがひどい
場合は販売店にご相談ください。

1. オイル注入口キャップ
2. オイルゲージ
3. 上限
4. 下限

ENOF00240-0

●補給するエンジンオイルは、同じ銘柄・
グレードとしてください。
●エンジンオイル補給時にゴミや水が入ら
ないように留意してください。
●オイルをこぼした場合は、布などで完全に
拭き取ってください。オイルが付着した廃
棄物は行政に従って処分してください。

●オイルは入れすぎないようにしてくださ
い。多すぎるとオイル漏れや、故障の原
因になります。上限を超えた場合は、オ
イルを抜いてください。(P43 を参照く
ださい )
●誤って他銘柄のオイルを給油した場合
は、ただちに抜き取り、販売店にて対処
してもらってください。
●誤ってガソリンを給油した場合は、ただ
ちに抜き取り、販売店にて対処しても
らってください。



水洗い

塩水、又は泥水で運転した後は、真水にて
外装部及び冷却経路の塩分や、泥を除去し
てください。毎回使用後、長期保管の前に
は、必ず洗浄をしてください。

1

ENOF00241-0

① エンジンをチルトダウンしてください。
② 船外機のウォータプラグを取外し、オプ
ションのフラッシングアタッチメントを
取付けます。

④水洗いが完了したらフラッシングアタッ
チメントを取外しウォータプラグを取り
付けます。
⑤エンジンをチルトダウンします。

③ ホースをフラッシングアタッチメントに
差込み、水道から水を流します。
   3 ～ 5 分間水を流し続けます。
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1
ENOF00223-0

点検と保守

ポイント
場所によっては水が酸性を帯びていること
があります。酸性の水の中で使用した後は、
腐食を防止するため外装部や冷却経路を真
水で洗い流してください。

1. フラッシングアタッチメント（オプション）

1. 検水口

エンジンカバー内は水洗いしないでくださ
い。故障の原因となります。

●フラッシング時は、必ずエンジンを停止
した状態で行ってください。ウォータポ
ンプが損傷する場合があります。
●エンジンの誤始動を防ぐためストップス
イッチロックは外してください。
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水槽を使用して水洗いを行う場合は、下記
図のようにアンチキャビテーションプレー
トより上 10cmまで水位があることを確認
してください。また、運転の際は必ずプロ
ペラを取外してください。

回転しているプロペラに触れると、けがの
危険があります。陸上運転する場合は、必
ずプロペラを取外してください。

排気ガスは一酸化炭素を含み、中毒を引き
おこす危険があります。ボートハウス等、
閉めきった所では、エンジンを始動しない
でください。

点検と保守

■水槽を使用した場合

1

3

2
ENOF00863-0

1. 水槽
2. 水
3.10cm以上



◎下記の定期点検項目に従って点検整備を行ってください。

※点検事項に異状が見られる場合は、ケーブルを交換してください。

区分 点検部品

点検期間

点検事項 備考
初回
20時間
又は1ヵ月

50時間
又は
3ヵ月毎

100時間
又は
6ヵ月毎

燃料系統

キャブレタ ○ 分解掃除及び調整

パイピング ○ ○ ○
パイプの損傷
パイプ接続部の洩れ

フュエルタンク ○ ○ ○ 掃除
フュエルタンクキャプ ○ ○ ○ 掃除

点火系統 スパークプラグ ○ ○ 火花間 、カーボン掃除
0.8 ～ 0.9mm
NGK:DCPR6E

始動系統 スタータロープ ○ ○ ○ 摩耗

エンジン
エンジンオイル ○交換 ○交換

オイル交換又は補充、
汚れと浸水のチェック

P43 参照

バルブクリアランス ○ ○ 点検、調整

ロワ系統

プロペラ ○ ○ ○ 羽根の曲り、損傷、摩耗
シャーピン・
スプリットピン

○ ○ ○ 曲り、損傷

ギヤオイル ○交換 ○ ○交換
オイル交換又は補充、
浸水のチェック

純正ギヤオイル
(GL5,SAE80 ～ 90)
180ml

アノード ○ ○ 腐蝕、摩耗

ウォータポンプ ○ ○ 摩耗、破損
1年に 1度は
インペラ交換

ボルト、ナット ○ ○ 増締め
摺動部、回転部 ○ ○ ○ グリス塗布

操作系統 スロットルケーブル ○ 外被の傷の有無 ※

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

42

2. 定期点検

点検と保守



エンジンオイルの交換方法

エンジンオイルの汚れや水の混入は、エン
ジンの回転・摺動部品の寿命を著しく縮め
ます。

1. オイルドレンホール
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■オイルの交換
①エンジンを停止させ、船外機を直立状態
にし、エンジンを充分に冷やします。
②排油受皿をオイルドレンプラグの下に置
いてください。
③オイルドレンプラグを外し、オイルを抜
きます。

ポイント
◎オイルドレンプラグ締付けトルク :
　18.0Nm(1.8kgf-m)
締付けの際、トルクレンチが利用できない
場合は、オイルドレンプラグのガスケット
が座面に当たるまで手でねじ込んだ後、さ
らにレンチで 1/4 ～ 1/2 回転締めてくださ
い。その後できるだけ早く、トルクレンチ
で正しいトルクに調整してください。

④オイルドレンプラグを締付けます。
注) ドレンプラグシール部にオイルを塗布
してください。

注) オイルドレンボルトワッシャは新品に
交換してください。

ENOF01616-0

1

点検と保守

エンジン停止直後は、エンジン本体やエン
ジンオイルは高温となっており、やけどを
するおそれがあります。エンジンが充分に
冷えた後にエンジンオイル交換をしてくだ
さい。
●オイル量は、船外機が垂直な状態で
チェックしてください。
●オイルは入れすぎないようにしてくださ
い。多すぎるとオイル漏れや、故障の原
因となります。
●オイルは使用しなくても自然と劣化しま
す。定期的に点検・交換をしてください。
 もし、ドレンオイルが乳白色でしたら、
エンジン内浸水のおそれがあります。ま
た、強いガソリンの臭いがしていたらた
だちに販売店に相談してください。
●ワーニングランプが点灯したまま、ある
いはオイル漏れが見つかった場合は、至
急エンジンを止めてください。そのまま
運転を続けると、エンジンの重大な破損
につながります。原因がわからない場合
は販売店へご相談ください。
●エンジンオイルをこぼした場合は、布な
ので完全に拭き取りてください。オイル
が付着した廃棄物は行政に従って処分し
てください。
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⑤トップカウルを取外します。
⑥オイル注入口キャップを緩め取外しま
す。

1

2
3

ENOF00244-0

⑦オイル注入口より、オイルゲージにて確
認しながらオイルゲージの中間付近まで
エンジンオイルを注入します。

⑧オイル注入口キャップを締付け、トップ
カウルを取付けてください。

1
300 mL

2

250 mL

3
ENOF00245-A

ポイント
●指定オイル : 4 サイクルガソリンエンジ
ンオイル…API 分類 SH、SJ、SL 級の
　SAE10W-30/40 としてください。
　なお、使用地域の外気温に適した粘度の
オイルを使用してください。
●規定オイル量 :300ml( 上限 )

10W−40

10W−30

˚C

˚F

40

96

30

86

20

68

10

50

0

32

-10

14

-20

-4

-30

-22

ENOF00208-0

点検と保守

1. エンジンオイルフィラー（注入口）キャップ
2. エンジンオイルドレンスクリュ
3. エンジンオイルレベルゲージ

1. オイルゲージ
2. 上限
3. 下限



ギヤオイルの交換方法

①船外機をチルトダウンし、エンジンを垂
直状態にしてください。
②排油受けをオイルドレンプラグの下に置
いてください。
③オイルプラグ ( 上下 ) を取外して、完全
に排油します。

⑤上側オイルプラグを締付けてから、オイ
ル容器を取外し、下側オイルプラグを締
付けます。

④オイルの容器口先をオイルプラグ穴下側
に差込み、しぼる様にして注油します。
上側オイルプラグ穴よりあふれるまで注
油し気泡がなくなるまで続けてください。
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ENOF01617-0

ポイント
● オイルは必ず修正又は推奨ギヤオイルを使
用してください。(GL5, SAE, #80 ～ 90)
　オイル量…約 180ml
● もし、ドレンオイルが乳白色の場合、ギ
ヤケース内浸水のおそれがあります。た
だちに販売店に相談してください。

点検と保守

ENOF01618-0

ENOF01619-0

船外機をチルトアップしているときは、いか
なる場合でも船外機本体の下に入らないでく
ださい。船外機が突然落下したときに、身体
をはさまれる恐れがあり、非常に危険です。
船外機の保持は、ボートトランサムや専用ス
タンドなど、確実に固定できるもので行って
ください。
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ポイント
ギヤケースへの水の侵入を防ぐために、オ
イルプラグを確実に締め、ガスケットは新
しいものを使用してください。

点検と保守

プロペラの交換

プロペラが磨耗したり、曲がっていたり、
欠けていたりすると、充分な性能が出ない
ばかりか、エンジンの不調の原因にもなり
ます。

■交換手順
①割ピンを伸ばし、抜き取ります。
②プロペラ・シャーピンを取外します。
③シャーピンを取付けます。その際シャー
ピンは左右均等になるようセットしてく
ださい。
④プロぺラを取付ける前に耐水グリスをプ
ロペラシャフトに塗布します。
⑤プロペラ側の溝とシャーピンが合うよう
にプロペラを取り付けます。
⑥新品割ピンを挿入し先端を折り曲げてく
ださい。

2
3

1

ENOF00242-0

1. 割ピン
2. プロペラ
3. シャーピン

こぼれたギヤオイルを完全に拭き取ってく
ださい。ギヤオイルが付着した廃棄物は、
行政に従って処分してください。

●プロペラは鋭利で、不用意に取扱うとケ
ガのおそれがあります。手袋等で保護し
て作業を行ってください。ナットを緩め
る、または締めるときには、プロペラを
手で持たないでください。アンチベンチ
レーションプレートとの間に木片等をか
ませ、プロペラを固定してから行ってく
ださい。
●プロペラ周辺での作業は、万一エンジン
が始動した時に、重大な事故を引き起こ
す可能性があります。
 プロペラの交換や異物の除去時は、エン
ジンを停止し、シフトを中立 (N) にして
ください。さらにスパークプラグからプ
ラグキャップを抜いてください。エンジ
ンストップスイッチを抜き取り、バッテ
リコードを外してください。

割ピンを再利用しないでください。古い割
ピンを使用するとプロペラが外れるおそれ
があります。新しい割ピンを通し、確実に
折り曲げてください。



スパークプラグの交換

電極付近が汚れているもの、カーボンが堆
積しているものは洗浄し、必要に応じ交換
してください。
又、火花間隔が磨耗しているものは調整も
しく は交換してください。

交換手順
①エンジンを停止します。
②トップカウルを取外します。
③スパークプラグキャップを取外します。
④付属工具のソケットレンチ (16mm) とハ
ンドルを使用して、左回しに軽くショッ
クを与えて、スパークプラグを取外しま
す。

⑤スパークプラグを点検
⑥状況に応じて、清掃又は交換して下さい。
⑦スパークプラグを手で軽くねじ込んでく
ださい。
⑧トルクレンチを使用し規定トルクで締付
けてください。
   締付けトルク 18N・m(1.8kgf-m)
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ポイント
締付けの際、トルクレンチが利用できない
場合は、手でいっぱいまでねじ込んだ後、
さらにレンチで 1/4 ～ 1/2 回転締めてくだ
さい。その後できるだけ早く、トルクレン
チで正しいトルクに調整してください。

ENOF01620-0

1
2

ENOF00085-0

1. 電極
2. 適正火花間隔（0.8-0.9mm）

点検と保守

漏電により感電や火災を起こすおそれがあ
ります。ガイシの破損したスパークプラグ
を使用しないでください。

火傷をしないように、スパークプラグの交
換はエンジン停止後、温度が下がってから
行ってください。

指定された標準プラグ以外のものは使用し
ないでください。指定された以外のものを
使用するとエンジンにダメージをあたえる
恐れがあります。



アノードの交換
アノードは、船外機を電蝕作用 ( 微弱電気
による金属腐食 )から防止します。
アノードはギヤケースに取付けてありま
す。
アノードが新部品時の寸法に対して、2/3
以下に消耗したら交換してください。
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ENOF01621-0

点検と保守

●アノードには油を塗ったり、塗料を塗っ
たりしないでください。
●アノードの取付けボルトの周囲は、電蝕
作用の強い場所なので、点検の度に、必
ずボルトを増締めしてください。
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耐水グリス給油箇所
下図の部分に耐水グリスを塗布又はグリスニップルより注入します。

ENOF01622-0

点検と保守



船外機を長持ちさせるために保管前に、販
売店にご相談ください。
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●下図の様な姿勢での運搬及び保管はオイ
ル漏れの原因となりますのでしないでく
ださい。

ENOF01613�0 

3. 長期保管

船外機
①冷却水系統を洗浄し、完全に水を排出し
ます。外側も清水でよく洗い、乾いた布
でよく拭いてください。
②キャブレタ、フュエルタンク内の燃料を
抜き取ります。（P51 参照）

③ストップスイッチロック及びスパークプ
ラグを外し、プラグ穴よりエンジンオイ
ルを少量注入し、スタータモータを数回
まわします。その際、燃料及びオイルが
でてくる恐れがありますのでプラグ穴を
布等でふさいでください。
④エンジンオイルを交換（P43 参照）しま
す。
⑤ギヤオイルを交換（P45 参照）します。
⑥グリス給油箇所（P49 参照）にグリスを
塗布します。
⑦湿気が少なく直射日光の当たらない所
に、立て保管します。

ENOF01614-0

●運搬中の船外機に衝撃が加わらないよう
十分注意して下さい。さもないと船外機
に損傷を与える恐れがあります。

点検と保守

カウル内の燃料を排出するときは、必ず布
切れ等で受けてください。ガソリンが付着
した廃棄物は、行政に従って処分してくだ
さい。



やむを得ず横向きで保管する場合は、船外
機の下にクッション等を敷いて下図の向き
で保管してください。横向きで保管する際
は、必ず燃料（下記参照）を抜いてください。
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ENOF01623-0

1

ENOF01615-0

燃料の抜き方

①燃料コックを閉じてください。

1. キャブレタドレンスクリュ

点検と保守

②トップカウルを取外します。
③キャブレターの下にウエス等を置いてく
ださい。
④キャブレタのドレンスクリュを緩め燃料
を排出します。
⑤排出が完了したらどれスクリュを締付け
ます。
⑥ガソリンが付着した廃棄物は、行政に
従って処分してください。
⑦排出した燃料に、水・ゴミ等が混入して
ないか確認してください。もし混入して
いる場合は、分解清掃する必要がありま
すので、販売店へ相談してください。

ENOF01625-0

ガソリンとその蒸気は非常に可燃性が高
く、爆発する場合があります。
●作業中にガソリンがこぼれた場合は、直
ちにガソリンを拭き取ってください。
●換気の良い場所で作業を行ってください。
●ガソリンに引火するおそれがありますの
で、火気を近づけないでください。
●わからない事や作業に不安のある場合
は、販売店に相談してください。

排出した燃料は、火災及び環境に留意し処
分してください。



14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

52

使用シーズン前に、お買上げの販売店へ使
用前点検を依頼してください。万一点検を
受けずにご使用される場合は、下記の項目
を確認の上、ご使用ください。

長期保管運転前の確認事項
①燃料、エンジンオイルの量。
②シフト及びスロットルの作動

長期保管後の運転方法
①ストップスイッチロックを外し、エンジ
ンオイルを潤滑させる為、リコイルス
タータを 5 回引きクランキングさせま
す。
②エンジンを始動させ、中立（N) の位置
で約 3分程度エンジンを温めます。
③低速で約 5分間運転します。
④ハーフスロットルで約 10 分間運転しま
す。
⑤その後通常運転してください。

4. 長期保管後の使用前点検

水の中に落としたエンジンは、早急に分解
整備をしなければなりません。この処理が
遅れるとエンジンの各部品に錆や腐食がお
こり使用不能となります。できる限り早く
水中より引上げ、その後、ただちに下記応
急処置をしてください。

①清水で外部の塩分や泥土を洗い落としま
す。
②エンジンオイルドレンプラグを外し、オ
イルと水を排出させます。
③スパークプラグを取外し、リコイルス
タータを用いてクランキングし (P24 参
照）、エンジン内部の水を排出させます。
④排水後、スパークプラグ取付穴より、エ
ンジンオイルを注油し、更にリコイルス
タータを用いてクランキングし (P24 参
照）、各部にオイルを行きわたらせます。
⑤以上の処置後に、至急販売店に持ち込み、
オーバーホールを依頼してください。

5. 船外機を水没させた場合

点検と保守

水没した船外機は、応急処置を施した後で
も始動させないでください。販売店にオー
バーホールを依頼してください。
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衝撃を受けた場合
①エンジンを停止させてください。
②船外機及びボートの損傷の確認及び作動
確認を行ってください。
③航走が可能であれば、最寄りの港に帰港
してください。航走ができない場合は救
助を要請してください。
④必ず販売店にて点検を受けてからご使用
ください。

7. 障害物にあたった場合

ENOF01145-0

点検と保守

気温が 0℃以下になる時期に使用した後、
そのままで一時係留しておくときは、冷却
水ポンプ内部の水が凍結しポンプインペラ
等を損傷する場合があります。
凍結防止の為、チルトダウン状態とし、ロ
ワユニット部を水中に入れておいてくださ
い。

6. 寒冷時における係留
補機を使用しない際は、ストップスイッチ
ロックを抜き、シフトを前進に入れ、チル
トアップしてください。スプレーによる浸
水や、プロペラの過回転によるギアの破損
の恐れがあります。

8. 補機船外機の運転

航走中に、水中の障害物・浮遊物に衝突した
場合船外機に重大な損傷を受けることがあり
ます。



◎故障の場合は、次の表を参考にして点検してください。
　万全を期するために販売店にご相談くださるようおすすめします。
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故障と対策

エ
ン
ジ
ン
が

始
動
し
な
い

始
動
す
る
が

す
ぐ
に
止
ま
る

ア
イ
ド
リ
ン
グ

不
調

加
速
性
が
悪
い

エ
ン
ジ
ン
回
転
が

異
常
に
高
い

エ
ン
ジ
ン
回
転
が

異
常
に
低
い

速
度
が
遅
い

エ
ン
ジ
ン
が

過
熱
す
る 推定原因

燃
料
系

● フュエルタンクの燃料が、空である。

● ● ● ● ● ● ● 燃料系統よりの空気吸い込み。

● ● ● ● ● ● ● フュエルパイプがねじれている。

● ● ● ● ● ● フュエルタンクのエアベントスクリュの開け忘れ。

● ● ● ● ● ● ● フュエルコック、キャブレタのゴミ詰まり。

● ● ● 悪いエンジンオイルの使用。

● ● ● ● ● ● 悪いガソリンの使用。

● ● 燃料の飲み過ぎ。

● ● ● キャブレタ調整不良。

電
気
系

● ● ● ● ● ● 指定スパークプラグ以外を使用。

● ● ● ● ● ● スパークプラグの汚損及びブリッジ。

● ● 火花が出ないか又は火花が弱い。（イグニッションシステムの部品不良）

● ストップスイッチの短絡、ロックプレートの入れ忘れ、又は挿入不完全。

● 配線の間違い又は断線及び接続不良。
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55故障と対策

エ
ン
ジ
ン
が

始
動
し
な
い

始
動
す
る
が

す
ぐ
に
止
ま
る

ア
イ
ド
リ
ン
グ

不
調

加
速
性
が
悪
い

エ
ン
ジ
ン
回
転
が

異
常
に
高
い

エ
ン
ジ
ン
回
転
が

異
常
に
低
い

速
度
が
遅
い

エ
ン
ジ
ン
が

過
熱
す
る 推定原因

圧
縮
系

● ● ● ● ● エンジンの圧縮不足。

● 燃焼室内のカーボン堆積。

● バルブクリアランス不良。

● ● エンジンオイルの不足。

そ
の
他

● ● （冷却水が上がらない又は少ない）ポンプ不良又はゴミ詰まり。

● ● ● サーモスタットの作動不良。

● ● ● ● アンチベンチレーションプレートの損傷。（ベンチレーション発生）

● ● ● ● ● 適正プロペラを使用していない。

● ● ● ● ● ● プロペラの損傷、変形。

● シャーピンの折損。

● ● ● ● スラストロッドの位置が適正でない。

● ● ● ● ● 積荷の位置がアンバランス。

● ● ● ● ● トランサムが高すぎ又は低すぎる。

● ● ● ● スロットル開度不足。
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付属品
品名 数 備考

分解工具

ツールバック 1

プライヤ 1

10×13 ソケットレンチ 1 10×13 mm

16 ソケットレンチ 1 16 mm

ソケットレンチハンドル 1

⊕ ドライバー 1

ネジ回しグリップ 1

予 備 品

ロープ 1 φ4-1600 mm

スパークプラグ 1 NGK：DCPR6E

シャーピン 1

スプリットピン 1

ストップスイッチロック 1



◎船外機の航走性能は、プロペラの選び方に大きく左右されます。プロペラのタイプやサイ
ズは、加速力、燃費、そしてエンジン寿命にも、直接影響を及ぼします。
◎最大ボート負荷状態で、全速時のエンジン回転速度範囲 (2=4,500 ～ 5,500rpm、 3.5=5,000
～ 6,000rpm) の半ばかそれ以上に達するプロペラを選定してください。
◎一般的には、小さい運転負荷に対してはピッチの大きいプロペラ、大きい負荷に対しては
ピッチの小さいプロペラを選んでください。ボート負荷が大きく変動する場合は、最大負
荷時に妥当な範囲で運転するプロペラを選ぶとよいでしょう。ただし、ボート負荷が小さ
いとき、推奨エンジン回転速度範囲内にとどまるように、スロットルの設定を引き下げる
必要があるかもしれません。ご注意ください。
◎プロペラの取付け、及び取外しに関しては、46 ページを参照ください。
◎不明な点がある場合は、販売店にご相談ください。
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プロペラ一覧表

プロペラマーク
プロペラサイズ (直径×ピッチ )

インチ mm

軽荷重船 7 7.4×7.0 インチ 188×178mm

6 7.4×5.7 インチ 188×145mm

重荷重船 4.5 7.4×4.3 インチ 188×110mm
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弊社製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

ご購入のお客様へ（必ずお読みください）

※ お客様の安全を守るため、船外機をご使用になられる前に
　 必ずご購入いただいた販売店または最寄りのサービス
　 パイロット店にて取扱説明をお受けくださいますよう
　 お願い申し上げます。

※ 最寄りのサービスパイロット店の検索については、弊社
　 ホームページ（http://www.tohatsu.co.jp）
　 販売店一覧にてご確認ください。

不許可複製

名 称 トーハツ船外機 MFS 2B/MFS 3.5B 取扱説明書
発 行 トーハツ株式会社
発行日 2018年1月

    

OM_MFS2B_35BJPN_cover.indd   2 17.12.12   3:45:02 PM



O
W
N
E
R
’S

M
A
N
U
A
L

MFS 2B
MFS 3.5B
 OB No.003-11084-9AH1

M
FS 2B / M

FS 3.5B

003-11084-9AH1    1801NB
PRINTED IN JAPANwww.tohatsu.com

本              社
〒174-0051　東京都板橋区小豆沢 3-5-4
TEL: 03-3966-3116
 
東日本販売課
〒174-0051　東京都板橋区小豆沢 3-5-4
TEL: 03-3966-2222
 
西日本販売課
〒530-0043　大阪市北区天満 1-8-27
TEL: 06-6358-2971

MFS 2B
MFS 3.5B

OWNER’S
MANUA L
トーハツ船外機 オーナーズマニュアル

OWNER’ S
MANUA L
トーハツ船外機 オーナーズマニュアル

OM_MFS2B_35BJPN_cover.indd   1 17.12.12   3:45:01 PM



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.24667
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FFFE5B00D89AE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




